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	応用
	抗原情報
	背景
	MOSは、MAPキナーゼ活性化因子MEK（MAP2K1; MIM 176872）を直接リン酸化することにより、MAPキナーゼカスケードを活性化するセリン／スレオニンキナーゼです（Prasad et al., 2008 [PubMed 18246541]）。[OMIM提供、2009年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：精子形成期の精巣で特異的に発現します。,
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	MOS抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Mosポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

